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さど

元気いっぱい 
　　節分の豆まき
　新穂トキっ子保育園では、手
作りのお面をつけた園児たちが、
節分の豆まきを行いました。鬼の登場に泣き出す
子もいましたが、元気な園児たちの勢いに、鬼も退
散。「泣き虫鬼」や「いじわる鬼」など、みんなの心
の中にいる鬼も追い出せたかな？

福は内！鬼は外！

2010

 
月号

No.72

主な内容

名誉市民に３氏決定！３月１日に式典開催………２
佐渡市景観計画を策定… ……………………… 3

平成20年度　決算報告… ………………… 4〜5

申告はお早めに…
　　住民税・所得税の申告相談会場…… 6〜7

2





3

　

市
で
は
、
景
観
計
画
と
景
観
条
例
を
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
開
始
し
ま
す
。

　

今
後
は
次
の
行
為
に
つ
い
て
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・�

建
築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
改
築
、
土
石

や
廃
棄
物
の
堆
積
、
土
地
の
形
質
の
変
更

な
ど
、
景
観
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ

い
て

・�

現
在
建
っ
て
い
る
建
物
や
建
設
中
の
も
の

は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

外
観
を
修
繕
す
る
時
に
必
要
と
な
り
ま

す
。

・�

事
前
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

景
観
計
画
区
域
・
基
準
・
行
為
の
届
出
な

ど
の
詳
細
内
容
は
、
各
戸
配
布
の
「
景
観
計

画
策
定
の
お
し
ら
せ
版
」
、
市
建
設
課
・
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
縦
覧

し
て
い
る
景
観

計
画
図
書
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、「
環
境
の
島　
エコ
ア
イ
ラ
ン
ド
」を

提
唱
し
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。し

か
し
、不
法
投
棄
は
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
ず
、解
消
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。不
法
投
棄
等
の
発
見・回

収
や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
等
に
積
極
的
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
不
法
投
棄
監
視
員
を
募
集

し
ま
す
。下
記
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

20
名

任�

期　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

主
な
職
務

不
法
投
棄
の
巡
視（
月
２
回
程
度
）と
報
告・

提
言
／
不
法
投
棄
物
の
回
収・処
理
に
対
す

る
協
力
／
清
掃
美
化
活
動
の
推
進　

な
ど

応�

募
資
格（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
次
の

項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
満
20
歳
以
上
の
方

・�

普
通
自
動
車
免
許
を
保
有
し
、移
動
手
段

を
有
す
る
方

・
平
日
に
活
動
時
間
を
確
保
で
き
る
方

・
不
法
投
棄
物
回
収
作
業
に
協
力
で
き
る
方

応�

募
方
法　

市
役
所
廃
棄
物
対
策
課・各
支
所・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

２
月
10
日
㈬
～
25
日
㈭

選�

考
方
法　
応
募
い
た
だ
い
た
申
込
書
類
を
選
考

の
上
、全
員
に
文
書
に
て
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　離職者であって、就労能力および就
労意欲がある方のうち、賃貸住宅を喪
失している方または喪失するおそれの
ある方を対象として、住宅手当を支給
します。あわせて、就労支援を実施し、
住宅および就労機会の確保に向けた
支援を行います。

対象者
２年以内に離職し、離職によって住居
を失ったか、または失う恐れのある方
支給要件
①原則収入がないこと
②�預貯金が一定額を超えていないこ
と

③�就職活動意欲があり継続的に就職
活動を行うこと
　などの要件を全て満たす方
支給額
単身世帯：上限月額２万8000円
複数世帯：上限月額３万6400円
支給期間　最長６か月間
申�込み　申込み書類は市役所社会福
祉課、各支所・行政サービスセンター
の窓口にあります。
お�問い合わせ　市役所社会福祉課
（援護係）☎63―5113

佐渡市
景観計画を
策定

お問い合わせ　
市役所建設課（都市計画係）

☎63―5118

不法投棄監視員
募集
お問い合わせ

市役所廃棄物対策課（企画業務係）
☎63―5140

離
職
に
よ
っ
て
お
住
ま
い
を
失
っ
た
方
や
、 

失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
へ
、

住
宅
手
当
を
支
給
し
ま
す
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財政事情の公表
平成２０年度 　決　算　報　告

　市では毎年２回、財政事情を公表しています。これは、地方自治法および市条例に基づき、市の収支状況や市債
残高などを皆さんに知っていただくためのもので、今回は平成20年度決算についてお知らせします。

◆一般会計
　一般会計の決算額は、歳入が450億481万円で、前年度に比べ8億9,968万円の減、歳出は435億4,803万円で、前年度
に比べ12億4,296万円の減となりました。厳しい財政状況のもと歳出のより効率的な執行に努めた結果、歳入歳出差引
収支は、14億5,678万円の黒字決算となりました。

◆歳入決算額：450 億 481万円	 （単位：万円）
区　　　分 決算額 構成比

市 税 582,466 12.9%
地 方 譲 与 税 63,186 1.4%
利 子 割 交 付 金 3,025 0.1%
配 当 割 交 付 金 845 0.0%
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 232 0.0%
地 方 消 費 税 交 付 金 60,300 1.3%
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 246 0.0%
自 動 車 取 得 税 交 付 金 23,533 0.5%
国有提供施設等所在市町村助成交付金 696 0.0%
地 方 特 例 交 付 金 6,450 0.1%
地 方 交 付 税 2,237,196 49.7%
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 1,026 0.0%
分 担 金 及 び 負 担 金 39,415 0.9%
使 用 料 及 び 手 数 料 93,245 2.1%
国 庫 支 出 金 306,047 6.8%
県 支 出 金 347,954 7.7%
財 産 収 入 23,782 0.6%
寄 附 金 3,279 0.1%
繰 入 金 56,790 1.3%
繰 越 金 111,350 2.5%
諸 収 入 130,373 2.9%
市 債 409,045 9.1%

計 4,500,481 100.0%

◆歳出決算額：435億4,803万円
目的別内訳… 	 （単位：万円）

区　　　分 決算額 構成比
議 会 費 20,799 0.5%
総 務 費 525,721 12.1%
民 生 費 823,902 18.9%
衛 生 費 471,030 10.8%
労 働 費 715 0.0%
農 林 水 産 業 費 353,213 8.1%
商 工 費 175,731 4.1%
土 木 費 427,208 9.8%
消 防 費 253,380 5.8%
教 育 費 361,872 8.3%
災 害 復 旧 費 103,249 2.4%
公 債 費 837,983 19.2%

計 4,354,803 100.0%

性質別内訳… 	 （単位：万円）

区　　　分 決算額 構成比
人 件 費 871,539 20.0%
物 件 費 590,277 13.5%
維 持 補 修 費 33,198 0.8%
扶 助 費 257,844 5.9%
補 助 費 等 324,472 7.5%
公 債 費 847,983 19.4%
投資及び出資金・貸付金 113,837 2.6%
繰 出 金 473,656 10.9%
積 立 金 82,458 1.9%
普 通 建 設 事 業 費 655,857 15.1%
災 害 復 旧 事 業 費 103,682 2.4%

計 4,354,803 100.0%

◆市民一人あたりにこのくらいのお金が使われました（平成21年3月31日現在の人口65,055人で計算しています。）
★議会費 ★総務費 ★民生費 ★衛生費 ★農林水産業費

議会の運営に使われたお
金

行政の運営や市税の徴
収、広報発行などに使わ
れたお金

高齢者、障がい者福祉や
子育て支援の充実などに
使われたお金

ごみ処理や保健事業など
に使われたお金

農林水産業の振興などに
使われたお金

3,197円 80,812円 126,647円 72,405円 54,295円
★商工費 ★土木費 ★消防費 ★教育費 ★公債費

商工業や観光の振興に使
われたお金

道路や住宅の整備などに
使われたお金

防災や救助活動などに使
われたお金

学校教育の充実や生涯
学習の推進などに使われ
たお金

市の借金返済のために使
われたお金

27,013円 65,669円 38,949円 55,626円 128,811円

<性質別分類>
・人件費……………… �職員給料のほか、議員や非常勤特別職の報酬などに使われたお金
・物件費……………… �非常勤職員の賃金や各施設の維持管理などに使われたお金
・扶助費……………… 生活保護など社会保障に使われたお金
・補助費等…………… 補助金・負担金などに使われたお金	
・繰出金……………… 特別会計などに繰り出したお金
・普通建設事業費…… �道路・学校・公共施設などの整備に使われたお金

入湯税
9,365万円　1.6%

市たばこ税
3億5,573万円　6.1%

軽自動車税
1億9,983万円
3.5%

市民税
23億5,976万円
40.5%

固定資産税
28億1,569万円
48.3%

◆市税の内訳
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◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など14会計があ
ります。	 （単位：万円）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 翌年度繰越財源 差引残額
国 民 健 康 保 険 736,203 692,248 0 43,955
老 人 保 健 93,285 97,263 0 △ 3,978
後 期 高 齢 者 医 療 68,509 67,395 0 1,114
介 護 保 険 630,775 622,111 0 8,664
簡 易 水 道 224,248 216,731 2,987 4,530
下 水 道 533,325 516,522 5,736 11,067
土 地 取 得 1,973 1,973 0 0
宅 地 造 成 38 0 0 38
歌 代 の 里 44,659 44,072 0 587
五 十 里 財 産 区 46 46 0 0
二 宮 財 産 区 305 305 0 0
新 畑 野 財 産 区 582 572 0 10
松 ヶ 崎 財 産 区 3 3 0 0
真 野 財 産 区 383 343 0 40

◆平成20年度に取り組んだ主な事業と成果
区　　　分 項　　　目 決算額

総 務 費

◆交流居住・定住促進対策事業
　空き家情報システムによる定住促進と佐渡準市
民制度を創設。また、佐渡の情報誌「えール」の発
行、佐渡暮らし体験ツアーなどを実施し、佐渡の認
知度の向上と交流居住・定住を推進しました。

2,324万円

民 生 費

◆灯油代助成事業
　原油価格高騰に伴い、援護が必要な低所得世
帯に対し灯油等購入費の一部を助成しました。

2,449万円

◆障害福祉サービス事業
　障害者自立支援法に基づく介護給付、訓練等
給付などの障害福祉サービスの利用による障がい
者の自立を支援しました。

5億2,533万円

衛 生 費

◆乳児及び子どもの医療費助成事業
　 乳児および子どもの医療費自己負担分の一部
と、小児科初診時特定療養費を公費で負担し、保
護者の経済的な負担の軽減を図りました。

5,732万円

◆トキ放鳥関連イベント開催事業
　平成20年9月25日に秋篠宮ご夫妻がご臨席さ
れ、10羽のトキが放鳥されました。

1,255万円

農 林 水
産 業 費

◆米の販売戦略推進事業
　朱鷺と暮らす郷づくり認証米の販売に伴い、販売
網の確保や環境ブランド米として育成を図りました。

2,590万円

◆地域食材活用推進事業
　県と連携のもと、寒ブリなどのブランド化を目指し、
戦略会議・販売PR展開などを行いました。

180万円

商 工 費

◆観光振興対策事業
　トキの試験放鳥、佐渡金銀山の世界文化遺産登
録運動を動機付けに活用し、首都圏での観光キャ
ンペーンなどを行うなど誘客事業を推進しました。

1億8,416万円

土 木 費
◆道路橋りょう改良舗装事業
　周辺集落から中心市街地への所要時間の短縮
などを図るための事業を実施しました。

5億1,838万円

消 防 費
◆消防本部庁舎建設事業
　機能的な位置に消防本部庁舎を建設するため、
造成工事・庁舎本体工事を実施しました。

6億6,247万円

教 育 費

◆学校建設事業
　老朽化が著しく、耐力度調査で危険建物と判定
された校舎、体育館について改築を進めています。

1億9,942万円

◆世界遺産文化財指定事業
　文化財の国指定化を目指し、調査および保存管
理に係る事業を実施しました。

6,405万円

◆市債の現在高
　市債は、市が大きな事業を実施した時に借り入
れたお金で、市の借金にあたります。	（単位：万円）

会　計　名 平成20年度末現在高
一 　 般 　 会 　 計 5,576,109

特 別 会 計
簡易水道 622,148
下 水 道 2,488,329
土地取得 586

公 営�
企 業 会 計

水道事業 859,099
病院事業 176,436

◆市有財産の内容
　庁舎、保育園、小・中学校などの建物や土地、
市の貯金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

区　　　分 平成20年度末現在高
▽ 土 　 　 地 73,471,662㎡
▽ 建 　 　 物 559,941㎡
▽ 山 　 　 林 61,776,951㎡
▽ 有 価 証 券 7,708万円
▽ 各 基 金 計 1,370,263万円

※�基金は、ある目的のために積立て、準備しておく資金のことで、「地域振
興基金」、「トキ環境整備基金」などの基金があります。

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をして
いる事業で、水道事業会計、病院事業会計があります。

○水道事業会計	 （単位：万円）

区　　　分 決算額

収益的
収　入 113,867
支　出 105,550

資本的
収　入 119,374
支　出 177,657

○病院事業会計	 （単位：万円）

区　　　分 決算額

収益的
収　入 266,566
支　出 288,082

資本的
収　入 73,891
支　出 35,014
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平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談

お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
、
平
成
22
年
２
月
16

日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

申
告
書
は
郵
便
や
信
書
便
に
よ
る
送
付
ま
た

は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
、
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用

し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【http://w
w
w
.nta.go.jp

】
で
確
認
さ
れ
る

か
、
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪
の
確
定

申
告
期
間
中
の
申
告
相
談
会
場
は
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
佐
渡
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。所

得
税
の
確
定
申
告
と
は

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
毎
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
す
べ
て

の
所
得
の
金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額

を
計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定
申
告
書
を

提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
で
納
め
た
税
金
な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す

る
手
続
で
す
。

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青

色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
デ
ー
タ
は
、
印
刷
し
て
書
面
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
電
子
申
告
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
で
計
算
を
さ
れ
る
場
合
に
お

使
い
い
た
だ
く
と
便
利
な
「
所
得
税
の
確
定
申

告
の
手
引
き
」
や
申
告
書
用
紙
等
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
会
場
は
大

変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し

て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。納

付
期
限
と
振
替
納
税
の
利
用
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成

22
年
３
月
15
日
㈪
で
す
。
申
告
書
の
提
出
後

に
、
納
付
書
の
送
付
や
納
税
通
知
等
に
よ
る
納

税
の
お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便

利
な
振
替
納
税
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
分
所
得
税
の
口
座
振
替
日
は
４
月

22
日
㈭
で
す
。
振
替
納
税
で
納
付
す
る
方
は
、

事
前
に
指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
さ
れ
る
税
金
が
あ
る
場
合
の 

受
取
方
法
に
つ
い
て

　

還
付
さ
れ
る
税
金
が
あ
る
と
き
は
、
確
定
申
告

書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金
の
受
取
場
所
」
に
、
振

込
先
金
融
機
関
名
、
預
貯
金
の
種
別
お
よ
び
口
座

番
号
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
、
記
号
番
号
の

み
）
を
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
込
先
の
預
貯
金
口
座
は
ご
本
人
名

義
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

確
定
申
告
は
正
し
く

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
が
税
法
に
従
い
、

所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し

納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
す
る
と
、
加
算
税
が
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
延
滞
税
を
併
せ
て
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

一
年
間
の
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
税
務
署　

☎
74
―
３
２
７
６

　
　
　

自
動
音
声
案
内
に
て
「
２
」
を
選
択

所得税の確定申告書は
自分で作成してお早めに
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住民税・所得税の
申告相談会場

　今年も申告の時期となりました。申告書の提出は市・県民税の基礎資料となる
ほか、国民健康保険等の算定資料にもなります。また申告がないと証明等を出す
ことができない場合がありますので、期間内申告をされるようお願いします。
お問い合わせ　市役所税務課（市民税係）☎63－5110

常設申告相談会場 受付　午前9時～正午／午後１時～4時

地　区 会　　場 相談受付期間

両津 佐渡島開発総合センター２階　会議室 2月16日㈫～3月15日㈪

相川 相川支所２階　第１応接室 2月16日㈫～3月15日㈪

国中
アミューズメント佐渡２階　文化情報センター 2月16日㈫～2月19日㈮

アミューズメント佐渡１階　第2練習室 2月22日㈪～3月15日㈪
※�　アミューズメント佐渡会場は、会場が途中で２階から１階へ変更となりますのでお間違いのないようご
注意ください。

臨時申告相談会場 受付　午前9時～正午／午後１時～4時

地　区 会　　場 相談受付期間

新穂 トキのむら元気館１階　第２・３会議室 2月16日㈫～2月22日㈪

畑野 畑野行政サービスセンター３階　大会議室 2月23日㈫～3月 1日㈪

真野 真野行政サービスセンター３階　大会議室 3月 2日㈫～3月 8日㈪

金井 市役所本庁　会議室棟１階　第２会議室 3月 9日㈫～3月15日㈪

小木 小木地区公民館１階　第２会議室 2月16日㈫～2月26日㈮

赤泊 赤泊行政サービスセンター１階　応接室 2月16日㈫～2月26日㈮

羽茂 羽茂支所3階　第2会議室 3月 1日㈪～3月15日㈪

※　臨時会場（国中地区）は大変混みあうことが予想されます。お時間に余裕をもっておいでください。
※　臨時申告相談会場は、受付期間外の申告相談は行いません。（3月15日までの提出は可能です）

申告に必要なもの
①印鑑
②源泉徴収票の原本（年金、給与）
　※確定申告時に添付しますので、必要な方は事前にコピーしてお持ちください。
③控除を受ける為の証明書　等　
　�医療費の領収書　※医療機関ごとに集計してお持ちください／生命保険料、地震保険料の証明書／国民健康保険
（税）・介護保険料・後期高齢者医療保険料納付額証明書／国民年金の支払証明書

④口座番号がわかる資料（所得税の還付申告をされる方）
⑤収支内訳書（農業、営業、小作等の事業所得のある方）

税法改正による主な変更点 住民税における住宅借入金等特別税額控除

　住民税で住宅借入金等特別控除の適用を受ける方は、確定申告書の提出や給与の年末調整のみで市へ
の申告は原則不要となりました。なお、平成19・20年中に入居された方は住民税の控除対象外となります。

◆ 

申
告
相
談
の
日
程

次
の
会
場
お
よ
び
日
程
で
住
民
税
・
所
得
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
（
土
日
を
除
く
）

全
て
の
会
場
に
お
い
て
、
２
月
15
日
以
前
の
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

現
況
届
に
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
住
民
票
コ
ー
ド
を
記
入
す
る
と
…

　

現
況
届
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
以

降
の
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
提
出
忘
れ
に

よ
る
年
金
の
支
給
停
止
が
な
く
な
り
、

確
実
に
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
現
況
届
の
提
出
が
不
要
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
次
の
届
出
は
必
要

で
す
。

・
加
給
年
金
額
等
が
加
算
さ
れ
て
い
る
方

→�

「
生
計
維
持
確
認
届
」（
毎
年
誕
生

月
に
提
出
）

・�

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、

障
害
福
祉
年
金
か
ら
の
裁
定
替
え
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

→�

「
受
給
権
者
所
得
状
況
届
」（
毎
年

７
月
に
提
出
）

・�

障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
方

　

→
「
障
害
状
況
確
認
届
」

○�

住
民
票
コ
ー
ド
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
…

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
平
成
14
年
に
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
お
知
ら
せ
さ
れ

て
い
ま
す
。
通
知
書
を
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
市
民
課
、
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
戸

籍
担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

現
況
届
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し

な
い
で
提
出
し
た
場
合
に
は
…

　
住
民
票
コ
ー
ド
だ
け
を
届
出
で
き
ま
す
。

・�

届
出
先
…
市
役
所
市
民
課
、
各
支
所
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所

・�

持
参
す
る
も
の
…
認
印
、住
民
票
コ
ー

ド
の
わ
か
る
も
の

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

・��

日
本
年
金
機
構　

新
潟
西
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
１
２

　
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
８

・�

市
役
所
市
民
課
（
年
金
係
）

　

�

☎
63
―
５
１
１
２　

ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
国

民
年
金
担
当
係

　

市
で
不
用
に
な
っ
た
物
品
を
売
却
し

ま
す
。現
物
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、見

積
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
に

つ
い
て
は
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
）

参�

加
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
法

人
で
、次
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

　

�

①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方　

②

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方　

③
佐
渡

市
職
員

見
積
書
の
受
付
期
間

　
２
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮　

消
印
有
効

見
積
書
の
提
出
・
実
施
要
領
配
布
場
所

市
役
所
防
災
管
財
課
、相
川
支
所
、

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、真
野

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
そ
の
他
の

支
所・行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
実

施
要
領
の
配
布
の
み
）

内
覧
会
場

見
積
書
の
受
付
期
間
中
、物
品
を
保

管
す
る
支
所・行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
確

認
で
き
ま
す
。事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

開
札
日
時
・
場
所

３
月
１
日
㈪　

市
役
所
防
災
管
財
課
内

物
品
の
引
渡
し
方
法
・日
時

見
積
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
た
売

買
代
金
を
納
入
後
、現
状
で
の
引
渡
し
と

し
、３
月
２
日
㈫
～
12
日
㈮
ま
で
の
間
に
搬

出
し
て
く
だ
さ
い
。

不用物品を
売却します

お問い合わせ　
市役所防災管財課（管財係）

☎63-5135

8

ゆ
め
あ
り
く
ん

年金だより

売却予定物品
物品番号 物品名 最低売却価格 物品番号 物品名 最低売却価格

相川支所（℡74-3111）保管 畑野行政サービスセンター（℡66-3111）保管
11-1～11-3 キャビネット 各100円 24 木製飾り棚 1,000円
12-1～12-5 キャビネット 各100円 25 空気清浄機 10,000円

13 キャビネット 100円 26 木製両袖机・イス
（旧畑野町収入役使用） 1,000円

14-1～14-5 キャビネット 各100円 27 応接イス 1,000円

15-1，15-2 両袖机・イス
（旧相川町議長・副議長使用） 各1,000円 28 テーブル 100円

16 応接セット 1,000円 29 テーブル 100円
17 木製飾り棚 1,000円 30 テーブル 100円
18 応接用テーブル 1,000円 31 丸テーブル 100円
畑野行政サービスセンター（℡66-3111）保管 32 パイプイス 100円

19-1，19-2 行事予定表 各100円 真野行政サービスセンター（℡55-3111）保管
20 応接セット 1,000円 33-1，33-2 回転イス 各500円
21 応接セット 10,000円 34-1，34-2 木製片袖机・肘掛けイス 各500円
23 応接セット 1,000円 35-1，35-2 カーペット 各100円

物品の詳細は実施要領でご確認ください。見積書には最低売却価格以上の金額を記載してください。
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「
佐
渡
環
境
賞
」に
応
募
が
あ
っ
た
企

業
、学
校
、市
民
団
体
等
の
地
域
で
の
取

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

○
新
潟
県
佐
渡
総
合
高
等
学
校

　

平
成
12
年
度
か
ら
、ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
の

栽
培
体
系
を
確
立
し
て
、越
の
長
浜（
真
野
地

区
）を
中
心
に
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。植
栽

地
を
含
む
海
岸
線
が「
夕
映
え・か
ん
ぞ
う
の

道
」と
命
名
さ
れ
カ
ン
ゾ
ウ
ロ
ー
ド
と
し
て
定

着
し
ま
し
た
。現
在
も
、地
域
と
連
携
し
た
活

動
を
通
じ
、環
境
保
護
意
識
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
佐
渡
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

　
「
安
心・安
全・自
然
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
」を
目
指
し
、（
※
）木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

を
利
用
し
た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
平
成
18
年
度

か
ら
19
年
度
に
か
け
て
市
内
２
か
所
の
公
共

温
泉
へ
導
入
し
ま
し
た
。経
費
の
削
減
、Ｃ
O
２

削
減
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で
す
。

（
※
）�木
質
バ
イ
オ
マ
ス･･･

間
伐
材
や
製
材
、廃
材
を
含
む

「
利
用
可
能
な
生
物
資
源
」

●
ね
こ
の
室
内
飼
育
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

・�

交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、他
の
ね
こ
と
の
ケ
ン

カ
で
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

・�

ふ
ん
尿
や
畑
荒
ら
し
な
ど
で
ご
近
所
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

・�

ね
こ
は
登
り
降
り
の
運
動
が
で
き
る
場
所

と
外
が
見
え
る
窓
が
あ
れ
ば
、室
内
飼
育
で

も
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
に
く
い
動
物
で
す
。

●
え
さ
は
屋
内
で
与
え
ま
し
ょ
う

・�

屋
外
で
え
さ
を
与
え
る
と
他
の
地
域
か
ら

ね
こ
が
集
ま
り
、ね
こ
の
数
が
増
え
ま
す
。

・�

多
数
の
ね
こ
が
集
ま
る
と
な
わ
ば
り
争
い
な

ど
、ね
こ
同
士
の
危
険
も
増
え
ふ
ん
尿
の
被

害
が
出
ま
す
。

●�

ね
こ
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

ね
こ
は
き
れ
い
な
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
、必
ず

そ
こ
で
排
泄
し
ま
す
の
で
専
用
の
ト
イ
レ
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、不
妊
・
去

勢
手
術
を
行
う
な
ど
、ね
こ
を
む
や
み

に
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家族の一員として 
終生愛情と責任を 
持って飼いましょう
ねこの飼い方（お願い）

市役所トキ共生･環境課	☎63―3113
佐渡地域振興局健康福祉環境部�
生活衛生課	 ☎74―3399

美しい島佐渡の
環境実現に向けて
市民団体や企業の取組みを 

紹介します（第4回）

市役所トキ共生・環境課�
☎63-3113

佐渡航路活性化シンポジウム

「春の佐渡 
関口知宏さんと
　　旅トーク」

　佐渡航路活性化協議会では、乗船券の予約販売シ
ステムの導入や船内イベントなど、航路の活性化に向け
た取組みをすすめています。
　今回、島内の関係者の連携強化や協議会事業の周
知を図るため、基調講演やパネルディスカッションからな
るシンポジウムを開催します。「さどの日キャンペーン」協
賛イベントとして、さどの日にちなんだ景品の抽選会など
もあります。
　入場無料、予約不要です。お誘いあわせのうえ、ぜひ
お越しください。

日時　3月13日㈯　9:45～12:30（9:15開場）
会場　�トキのむら元気館（新穂トキっ子保育園

となり、新穂行政サービスセンター近く）
参加費　無料（申込不要）

オープニング　�小木中学校生徒による「宿根木
観光ボランティアガイド」発表

基調講演　�【旅トーク】関口知宏さん（俳優＆
旅人）「『旅』～ふれあい～」

パネルディスカッション

「佐渡航路の魅力アップに向けて」

パ�ネラー�
関口知宏さん（俳優＆旅人）�
後藤靖子さん（国土交通省北陸信越運輸局長）�
菅野敦司さん（にいがた観光カリスマ）�
本間悦郎さん（佐渡汽船㈱ 取締役副社長）�
前田雅裕さん�
（㈳佐渡観光協会 観光地域プロデューサー）

司会・コーディネーター：小野沢裕子さん
抽選会　「佐渡の日キャンペーン」抽選会
展�示・体験コーナー　短歌・俳句・川柳 応募
作品展示／船内イベント・船内の様子 パネル
展示／雪割草 展示／音声ガイドシステム体験
コーナー

主�催　佐渡航路活性化協議会（国土交通省北
陸信越運輸局、新潟県、新潟市、佐渡市、佐渡
汽船㈱、新潟交通佐渡㈱、㈳佐渡観光協会）

お問い合わせ�
　�市役所交通政策課（生活路線係）�
☎63－3184
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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
定
期
監
査
の
結
果
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
し
た
。

佐
監
公
表
第
３
号

平
成
21
年
12
月
25
日

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水
一
次

佐
渡
市
監
査
委
員　

金
子
克
己

平
成
21
年
度
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に

よ
り
、
定
期
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

１　

監
査
の
実
施
時
期

　

平
成
21
年
10
月
28
日
～
11
月
13
日

２　

監
査
の
対
象

　

市
民
環
境
部
（
市
民
課
、
廃
棄
物
対
策
課
、

債
権
収
納
対
策
課
）
総
務
部
（
行
政
改
革
課
）

企
画
財
政
部
（
契
約
検
査
課
、
企
画
振
興
課

（
情
報
政
策
関
係
）
）
産
業
観
光
部
（
農
業
振

興
課
、
農
林
水
産
課
）
建
設
部
（
水
道
課
、
下

水
道
課
）
教
育
委
員
会
（
生
涯
学
習
課
）
福
祉

保
健
部
（
健
康
推
進
課
）
会
計
課
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局

３　

監
査
の
方
法

　

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
様
式
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
監
査
資
料
に
基
づ
き
監
査
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
関
係
書
類
の
提
出
お
よ
び
関
係
職
員
の

説
明
を
求
め
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
事
務
処
理

の
適
否
に
つ
い
て
監
査
を
行
っ
た
。

４　

監
査
の
結
果

　

監
査
の
結
果
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
認
め
た
が
、
一
部
に
指
摘
す
る
事
項

も
あ
り
、
軽
微
な
内
容
に
つ
い
て
は
口
頭
に
よ

り
そ
の
都
度
関
係
職
員
に
対
し
改
善
ま
た
は
検

討
を
要
望
し
た
。
重
要
案
件
は
以
下
の
と
お
り

指
摘
す
る
。

５　

指
摘
事
項

⑴�

事
務
事
業
執
行
に
伴
う
事
務
処
理
の
適
正
化

に
つ
い
て

　

本
年
度
の
定
期
監
査
に
お
け
る
特
徴
的
な
事

項
と
し
て
、
国
の
追
加
経
済
対
策
に
伴
う
地
域

振
興
対
策
事
業
等
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。

経
済
効
果
の
速
や
か
な
発
現
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
通
常
業
務
を
抱
え
な
が
ら

も
、
緊
急
か
つ
適
確
に
事
業
執
行
が
な
さ
れ
、

ま
た
事
業
効
果
も
大
き
く
現
れ
た
こ
と
は
評
価

し
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
執
行
に
伴
う
起
案
や

財
務
会
計
伝
票
に
お
い
て
、
起
案
文
書
に
決
裁

日
が
未
記
入
な
も
の
、
ま
た
、
砂
消
し
や
修
正

液
等
に
よ
る
記
載
事
項
の
訂
正
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
こ
と
等
は
、
適
正
な
事
務
処
理
と
は
到

底
認
め
ら
れ
な
い
。
佐
渡
市
文
書
規
程
並
び
に

佐
渡
市
財
務
規
則
の
規
定
を
遵
守
す
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
、
備
品
管
理
に
つ
い
て
も
、
取
得
後
は

速
や
か
に
防
災
管
財
課
に
取
得
報
告
し
、
備
品

管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
怠
っ
た
ま
ま
未
登
録
に
な
っ
て

い
る
案
件
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
決
算
審
査
等
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
適
正
な
事
務
処
理
を
さ
れ
た
い
。

⑵
前
年
度
未
収
金
の
調
定
管
理
に
つ
い
て

　

各
課
所
管
の
使
用
料
等
、
前
年
度
収
入
未
済

の
調
定
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
調
定
も
れ
が

あ
っ
た
り
、
調
定
額
が
前
年
度
決
算
の
収
入
未

済
額
と
異
な
っ
て
い
る
等
の
事
例
が
多
く
見
受

け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昨
年
も

指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
適
正
な
事
務
処

理
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
使
用
料
等
に
お
け
る
滞
納
繰
越
額
の

調
定
方
法
と
し
て
、
過
年
度
未
収
分
と
現
年
度

分
を
区
分
せ
ず
に
調
定
を
起
こ
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
が
、
収
納
状
況
を
管
理
す
る
観
点
か

ら
、
細
節
ま
た
は
細
々
節
を
設
け
て
区
分
す
べ

き
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
検
討
さ
れ
た

い
。

佐渡市監査委員による

平成21年度
定期監査結果
佐渡市監査委員事務局　☎63-3112

佐渡市公の施設の
指定管理者が決まりました

お問い合わせ
市役所社会福祉課　☎63-5113
　　　高齢福祉課　☎63-3790

　指定管理者とは市が所有する公の施設の管理運営を市に代
わって行う民間企業やＮＰＯ法人などの団体です。このたび、真野
第2保育園と西三川デイサービスセンターの指定管理者が決まりま
したので、お知らせします。

施設名　真野第2保育園・西三川デイサービスセンター
○施設所在地　佐渡市西三川1070番地１
○指定管理者　社会福祉法人　佐渡ふれあい福祉会
○指定期間　　平成22年4月1日～平成27年3月31日（5年間）



佐
渡
市
立
大
滝
小
学
校

　

大
滝
小
は
、羽
茂
尋
常
高
等
小
学
校
大

崎
分
校
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
１
０
７
年
、昭

和
25
年
羽
茂
村
立
大
滝
小
学
校
と
な
っ
て
か

ら
60
年
の
歴
史
を
も
つ
学
校
で
す
。し
か
し
、

本
年
度
末
に
閉
校
し
、羽
茂
小
学
校
と
統
合

し
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
実
践
は
、

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
や
す
こ
や
か
賞

の
受
賞
等
、輝
か
し
い
足
跡
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
滝
小
で
は
地
域
の
名
人
さ
ん
の
指
導
の

下
、米
や
柿
、そ
ば
作
り
等
の「
お
ら
が
村
の

食
文
化
」に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
の
年
と
な
る
今
年
は
、地
元
の
大
崎

そ
ば
作
り
に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
び
う
お
を
さ
ば
く
「
あ
ご
だ
し
作
り
」
か

ら
、そ
ば
撒
き
、そ
ば
刈
り
、脱
穀
と
活
動
を

進
め
、２
月
４
日
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ

ま
に
そ
ば
を
打
ち
、ふ
る
ま
う
「
大
滝
小
そ
ば

の
会
」
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
そ
ば
が
、び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
お
い
し
い
の
で
す
。ご
指
導
い
た

だ
い
た
、地
元
そ
ば
の
会
の
名
人
さ
ん
の
話
に

よ
れ
ば
、子
ど
も
た
ち
の
作
っ
た
豊
富
な
あ

ご
だ
し
が
味
わ
い
の
濃
さ
を
生
み
出
す
そ
う

で
す
。

　

大
滝
小
で
の
体
験
活
動
と
そ
の
味
覚
は
、

き
っ
と
一
人
ひ
と
り
の
心
に「
心
の
原
風
景
」と

し
て
残
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
─
４
８
９
８

題字　渡邉剛忠

1111

あごだし作り
～とびうおをさばく児童～

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
56
年
生
ま
れ
の
28
歳
。
石
川
県
小
松

市
出
身
。
平
成
16
年
３
月
、
早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
業
。
平
成
19
年
３

月
、
京
都
産
業
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
修

了
。
同
年
９
月
、
司
法
試
験
合
格
。
平
成
20

年
12
月
、
弁
護
士
登
録
（
大
阪
弁
護
士
会
、

北
浜
法
律
事
務
所
・
外
国
法
共
同
事
業
）
。

平
成
22
年
１
月
、
法
テ
ラ
ス
佐
渡
法
律
事
務

所
着
任
。
フ
ッ
ト
サ
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
、
料
理

作
り
が
趣
味
。
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き
で
す
。

弁
護
士
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

　

以
前
、
相
続
問
題
で
弁
護
士
さ
ん
に
助
け

て
も
ら
っ
た
経
験
か
ら
、
自
分
も
困
っ
て
い

る
人
を
手
助
け
し
た
い
、
特
に
弁
護
士
を
必

要
と
し
て
い
る
司
法
過
疎
地
で
仕
事
を
し
た

い
、
と
思
い
弁
護
士
に
な
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

　

佐
渡
で
は
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
法
的
支
援
が
受
け
ら
れ
る
社
会
」
を

目
指
し
て
、
島
内
を
駆
け
巡
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

佐
渡
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

債
務
整
理
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

の
権
利
擁
護
、
法
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
島
内
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
た
く
さ
ん
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

法テラス佐渡法律事務所

水島俊彦弁護士が
着任

大滝小そばの会

水島俊彦 弁護士

　法テラス（正式名称：日本司法支援センター）では、ご
相談の内容に応じた法制度を紹介したり、資力の乏し
い方に無料法律相談や、弁護士・司法書士報酬など
の費用を立て替えたりする制度があります。

法テラス佐渡法律事務所
☎050―3383―5422（平日9:00～17:00）
市役所佐和田行政サービスセンター2階
法テラスホームページ
　http://www.houterasu.or.jp/



世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
⑪

」

○ 

大だ
い

蓮れ
ん

寺じ

（
羽
茂
本
郷
）

　

大
蓮
寺
は
、
応
永
28
年
（
１
４
２
１
）
羽

茂
本
間
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
す
。
本
尊
の
阿
弥

陀
如
来
像
は
佐
渡
市
指
定
文
化
財
で
、
本
間

氏
に
よ
っ
て
応
永
34
年
（
１
４
２
７
）
に
修
復

さ
れ
た
と
の
銘
が
あ
り
、
室
町
以
前
の
鎌
倉

時
代
の
様
式
を
も
つ
彫
刻
と
し
て
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。

　

山
門
（
新
潟
県
指
定
文
化
財
）
は
羽
茂

城
の
東
門
を
移
築
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）
に
修
復
し
た
と
い

う
一
文
が
残
り
ま
す
。
そ
の
後
、
安
永
７
年

（
１
７
７
８
）
に
茅か

や

葺ぶ

き
か
ら
板
葺
き
へ
、
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
金
属
板
葺
き
へ
改

修
さ
れ
た
こ
と
が
棟
札
な
ど
に
記
さ
れ
て
お

り
、
佐
渡
の
寺
院
建
築
を
考
え
る
上
で
重
要

な
指
標
に
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
五ご

百ひ
ゃ
く

羅ら

漢か
ん

堂ど
う

は
寛
文
４
年

（
１
６
６
４
）
の

造
営
と
伝
え
ら
れ
、

木
柄
が
太
く
雄
大

な
造
り
が
特
徴
で
、

堂
内
に
は
５
０
０

体
の
羅
漢
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

東と
う

光こ
う

寺じ

（
徳
和
）

　

東
光
寺
は
、三
川
の
領
主
本
間
山
城
守
に

よ
って
、永
徳
２
年（
１
３
８
２
）に
開
基
さ
れ
た

と
伝
わ
る
曹
洞

宗
寺
院
で
す
。以

後
、三
川
本
間
氏

の
菩
提
寺
と
な

り
、そ
の
遺
品
と

い
う
馬
具
な
ど
の

ほ
か
、佐
渡
市
指

定
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
文
明
10
年（
１
４
７
８
）の
鰐わ

に

口ぐ
ち

や
、絵

師
狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

の
弟
子
で
佐
渡
に
流
さ
れ
た
伴ば

ん

幽ゆ
う

作
の
板
書
六
地
蔵
が
伝
存
し
ま
す
。境
内

に
は
、禅
問
答
を
す
る
禅ぜ

ん

達た
つ

と
い
う
ム
ジ
ナ
を

祀
っ
た
岩
屋
が
あ
り
、多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、本
堂
と
庫く

裏り

が
元
禄
10
年

（
１
６
９
７
）の
再
建
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
調
査
で
、鐘
楼
も
同
時
期
の
建
築
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、山
門
は
元

禄
期
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、島
内
有

数
の
古
い
寺
院
建
築
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆�

市
役
所 

世
界
遺
産
推
進
課 

☎
63
︱
５
１
３
６

12

63

　

佐
渡
市
と
佐
渡
獣
医
師
会
で
は
、
昨
年
の

11
月
に
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
の
金
子
良

則
獣
医
師
が
ト
キ
の
餌
の
捕
り
方
や
、
体
の

構
造
に
つ
い
て
ま
と
め
た
論
文
で
、
京
都
大

学
か
ら
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
の
を
記
念

し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

金
子
獣
医
師
は
、
「
ト
キ
の
採
食
行
動
に

関
与
す
る
筋
・
骨
格
系
の
機
能
形
態
学
的
研

究
」
と
い
う
論
文
で
、
ト
キ
の
餌
の
捕
り
方

は
鳥
類
の
中
で
も
独
特
で
、
サ
ギ
類
が
餌
を

目
で
追
っ
て
捕
る
の
に
対
し
て
、
ト
キ
は
く

ち
ば
し
で
探
し
て
捕
ま
え
る
こ
と
か
ら
、

「
く
ち
ば
し
な
ど
採
食
器
官
の
適
応
の
結
果

か
ら
、
同
様
の
食
性
と
生
態
的
地
位
を
占
め

る
サ
ギ
類
と
の
共
存
が
可
能
」
と
推
論
し
、

同
大
学
か
ら
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
各
大
学
の
学
生
に
よ
る
ト
キ
野
生

復
帰
学
術
研
究
発
表
会
も
併
せ
て
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
ト
キ
共
生
・
環
境
課

　
　
　
　
　
　

☎
63
―
３
１
１
３

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

金
子
良
則
獣
医
師 

京
都
大
学
博
士
号
授
与
記
念
講
演
会

ト
キ
野
生
復
帰
学
術
研
究
発
表
会  

開
催

東光寺本堂

日
時　

２
月
21
日
㈰�

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

ト
キ
交
流
会
館　

大
ホ
ー
ル�

　
　
　
　

新
穂
潟
上
１
１
０
１
―
１�

　
　
　

（
新
穂
潟
上
温
泉
隣
）

内
容

１
．
開
会
あ
い
さ
つ�

　
　

午
後
１
時
～
１
時
10
分

２
．
ト
キ
野
生
復
帰
学
術
研
究
発
表
会�

　
　

午
後
１
時
10
分
～
２
時
40
分�

　
　

�

新
潟
大
学
・
京
都
大
学
大
学
院
・

東
京
工
科
大
学
・
弘
前
大
学
大
学

院

３
．
金
子
良
則
獣
医
師
講
演
会�

　
　

午
後
２
時
55
分
～
４
時�

　
　

演
題
「
ト
キ
の
不
思
議
」

羽茂・赤泊
地区

世界遺産 
出張説明いたします

　市民の皆さんが主
催する世界遺産に関す
る勉強会や現地見学会
（20名程度）などに、
世界遺産推進課職員
が出向き、お話・解説
をします。事前にお問
い合わせください。

大蓮寺山門



図書館だより「パペット・シアター・キッチン」結成20周年記念
巡回移動公演　開催

　小木図書館を拠点にボランティア活動
を展開しているパペット・シアター・キッチ
ンによる人形劇の巡回移動公演が2月
17日赤泊保育園からスタートします。
　今年度は、結成20周年を迎えての記
念公演ということでメンバーの皆さんも
気合を入れて練習に励んでいます。演目
は『注文の多い料理店』。宮沢賢治の代表作であるこの作品を人形劇とし
てどう表現するのか、毎年新しい試みにチャレンジしているパペット・シアター・
キッチンの新作に子どもたちの大きな期待が寄せられています。

日　　程 時間　会場
2月17日㈬ 10：00～赤泊保育園 ／ 11：25～赤泊小学校

2月18日㈭ 　9：30～小木こども支援センター 
11：30～深浦小学校

2月19日㈮ 10：40～金井小学校
2月20日㈯ 10：00～羽茂地区公民館
2月21日㈰ 11：00～両津地区公民館※／14：00～佐渡中央会館※

2月23日㈫ 9：35～小木小学校
※印の会場では、どなたでもご覧いただけます。ぜひお越しください。

お問い合わせ　小木図書館 ☎86―3841／中央図書館 ☎63―2800

[郷土の出版物]

『挑戦 仏巖の生涯』　親松東一著
　 安 政 6 年

〈 1 8 5 9 年 〉
羽二生に生
まれた親松
仏 巌は、北
海道松前か
らニシンの
卵を持ち帰り、佐渡の海で養殖を試み、
佐渡で初めての缶詰工場、機織物や電
気精米所の経営などを行い、晩年は世
俗を離れ、仏陀の一木一刀彫りに専念し
ました。
　幕末から明治・大正・昭和と佐渡に
生きた仏巌を知ることは、この時代の
佐渡を知るうえで大変興味深く読むこと
ができます。ぜひ読んでみてください。
各図書館にご寄贈いただきました。

13

ロ
コ
モ
コ
作
り
体
験
教
室（
真
野
地
区
）

　

11
月
29
日
、「
お

い
し
い
ロ
コ
モ
コ
作
り

体
験
教
室
」が
、真

野
ふ
る
さ
と
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
バ
ー
グ
を
丸
め

て
か
ら
フ
ラ
イ
パ
ン

で
焼
き
、デ
ミ
グ
ラ
ス

ソ
ー
ス
で
煮
込
み
ま

し
た
。目
玉
焼
き
作
り
で
は
、卵
が
う
ま
く
割

れ
な
く
て
何
度
も
挑
戦
し
た
子
ど
も
も
い
ま

し
た
。バ
タ
ー
ラ
イ
ス
の
上
に
レ
タ
ス
を
の
せ
て
、

ハン
バ
ー
グ
と
目
玉
焼
き
を
盛
り
付
け
て
完
成

で
す
。み
ん
な「
お
い
し
い
、お
い
し
い
」と
言
って

食
べ
ま
し
た
。

公
民
館
講
座【
ゴ
ー
ル
ド
相
川
】

　

12
月
19
日
、
講
座
生
12
人
で
下
紙
つ
く
り

を
し
ま
し
た
。
み
ん

な
時
間
を
忘
れ
、
作

品
作
り
に
夢
中
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
作
品
の
一
部

は
、
あ
い
か
わ
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
の
受

付
に
飾
り
ま
し
た
。

生涯学習
だより

生涯学習課　☎27─4181

中央図書館　☎63-2800 BOOK

“今だからこそボーイスカウト”隊員募集中！
　ボーイスカウトは、いろいろな活動・体験を通して「社会に奉
仕できる人づくり」を目指す世界的な社会教育運動です。日本
ボーイスカウト佐渡第１団は、結成75年になり、これまでに600
名を超える隊員が巣立ちました。
募集隊員（各学年４人）
・ビーバースカウト隊員（�保育園・幼稚園年長組～小学校２年生

の男子）
・カブスカウト隊員　（小学校３年生～５年生の男子）
・ボーイスカウト隊　（小学校６年生～中学生の男子）
隊員は随時募集しています。入隊を希望される方や関心をお持
ちの方は、お気軽にお問い合わせください。
お問い合わせ　団事務局　☎27―2040（奥田）

お
知
ら
せ　

１
月
25
日
発
行
の
市
報
お

知
ら
せ
版
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た「
さ
わ
た

芸
能
祭
」は
２
月
21
日
㈰
に
、「
第
３
回
新

穂・畑
野・真
野
地
区
合
同
芸
能
祭
」は
２

月
28
日
㈰
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。



福

祉

健

康

肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
方
へ 

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
し
ま
す

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
一
定
程
度
以
上
の
肝

臓
機
能
障
害
の
あ
る
方
に
も
身
体
障
害
者
手

帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
手
続
き
方
法
や
認
定
基
準
の
内

容
・
指
定
医
の
い
る
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・�

認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障
害
の

あ
る
方

・�

肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を
実
施

し
て
い
る
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・�

診
断
書
・
意
見
書
（
身
体
障
害
者
福
祉
法

に
基
づ
く
指
定
医
が
作
成
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
）

・
写
真
１
枚　

縦
４
㎝
×
横
３
㎝

・
印
鑑

受
付
場
所

市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
・
各

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
障
が
い
福
祉
担

当
窓
口

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
障

が
い
福
祉
係
）
☎
63
―
５
１
１
３

２
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化

月
間
で
す

　

こ
の
月
間
は
新
潟
県
独
自
で
平
成
21
年
２

月
か
ら
取
組
ん
で
い
る
の
も
の
で
、
高
齢
者

の
孤
立
死
や
虐
待
等
の
防
止
を
目
的
に
、
高

齢
者
が
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
冬
場
の
時

期
（
毎
年
２
月
）
を
高
齢
者
見
守
り
強
化
月

間
に
設
定
し
、
地
域
住
民
や
市
が
協
力
し
て

高
齢
者
を
見
守
る
も
の
で
す
。

　

市
で
も
、
年
々
高
齢
化
が
進
み
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
中
、
孤
立
死
や
虐
待
等
が
な
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
見

守
り
と
は
特
別
何
か
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
行
っ

て
い
る
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
さ
り
げ
な
い
手

助
け
」
が
地
域
で
の
関
係
を
つ
く
り
、
そ
れ

が
見
守
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

近
く
の
高
齢
者
を
最
近
見
か
け
な
い
等
で

皆
さ
ん
が
「
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」
と
感
じ
た

ら
、
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

市
役
所
本
庁
、
支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
介

護
支
援
係
）
☎
63
―
３
７
９
０

お

知

ら

せ

市
内
で
建
築
・
土
木
工
事
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
へ（
お
願
い
）

　

佐
渡
は
、
そ
の
面
積
の
約
３
分
の
２
が
自
然

公
園
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
公
園
内
で
、
各
種
建
築
・
土
木
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
を
す
る
に
は
、
届
出
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
段

階
で
市
役
所
ト
キ
共
生
・
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
然
公
園
指
定
区
域
は
、新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
環
境
に
い
が
た
」か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.niigata.lg.jp/

kankyo/

お�

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
ト
キ
共
生
・
環
境
課

（
環
境
企
画
係
）
☎
63
―
３
１
１
３ 

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
電
気
シ
ョッ
ク
（
除
細
動
）
等
に

つ
い
て
、
実
技
で
覚
え
て
い
た
だ
く
講
習
を
毎

月
行
って
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

２
月
の
講
習

　

日
時　

２
月
21
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

　

場
所　

南
佐
渡
消
防
署　

 　

　

定
員　

10
名
程
度

　

申
込
受
付　

２
月
18
日
㈭
ま
で

申�

し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

南
佐
渡
消
防
署

（
救
急
・
救
助
係
）
☎
88
―
３
１
１
９

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

2月22日㈪～3月１日㈪まで
佐渡海洋深層水分水施設は設備の定期
点検のため、分水休止します
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をおか
けしますが、ご理解をお願いします。３月２
日㈫から、通常通り分水を再開します。
お問い合わせ
佐渡海洋深層水分水施設　☎81-2611

14

平成22年4月１日から

火災案内ダイヤルの電話番号が 
一本化されます！
　佐渡市消防本部では、火災が発生した
ときの情報提供を、各消防署（消防本部・
両津消防署・相川消防署）の専用ダイヤ
ルで行っておりましたが、平成22年4月１日
から火災案内ダイヤルの電話番号が一
本化されます。
　電話番号一本化に伴い、各消防署の
火災案内ダイヤルは廃止されます。

火災案内ダイヤル　☎51－0136

お問い合わせ
佐渡市消防本部通信指令室　☎51－0119



甲
種
防
火
管
理
「
再
講
習
」

開
催
の
お
知
ら
せ

日
時　

２
月
25
日
㈭
午
前
９
時
～
12
時
10
分

会�

場　

市
消
防
本
部
１
階
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ル
ー
ム

（
八
幡
58
番
地
）

定
員　

40
名

受
付
期
間　

２
月
10
日
㈬
～
20
日
㈯

受
講
料　

１
６
０
０
円

受�

講
申
込
書　

市
消
防
本
部
（
予
防
課
）
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
備
え
て
い
ま
す
。

佐
渡
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.city.sado.niigata.jp/fire119

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

こ
の
講
習
は
、
集
会
場
・
遊
技
場
・
店
舗
・ホ
テ
ル・

病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建

物
（
特
定
防
火
対
象
物
）
の
う
ち
、
収
容
人
員

が
３
０
０
人
以
上
で
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火

管
理
者
が
受
講
義
務
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

佐
渡
市
消
防
本
部
・
中
央
消
防
署
予
防
課

	

☎
51
―
０
１
２
３　

両
津
消
防
署	

☎
27
―
３
５
５
５

相
川
消
防
署	

☎
74
―
３
１
２
４

南
佐
渡
消
防
署	

☎
88
―
３
１
１
９

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集 

市
営
住
宅

◆
千
種
西
下
住
宅
（
金
井
）

　

※
単
身
で
の
入
居
申
込
み
可
能

所
在
地　

千
種
１
４
０
番
地
１

規
格　

木
造
２
階
建
て

　
　
　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
18
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸
（
１
階
）

家
賃　

月
額
１
万
６
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　

３
万
３
１
０
０
円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

◆
木
野
浦
住
宅
（
小
木
）

所
在
地　

小
木
木
野
浦
５
１
２
番
地
４

規
格　

木
造
２
階
建
て

　
　
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸
（
６
号
）

家
賃　

定
額 

３
万
６
０
０
０
円

◆
天
沢
住
宅
２
（
羽
茂
）

所
在
地　

羽
茂
本
郷
１
６
１
２
番
地

規
格　

木
造
平
屋
建
て

　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸
（
14
号
）

家
賃　

定
額 

４
万
５
０
０
０
円

◆
真
浦
住
宅
（
赤
泊
）

所
在
地　

真
浦
１
３
９
番
地
８

規
格　

木
造
２
階
建
て

　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

募
集
戸
数　

１
戸
（
６
号
）

家
賃　

定
額 
３
万
８
０
０
０
円

※
市
営
住
宅
は
①
③
④
⑥
に
、
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
は
①
②
③
⑤
⑥
に
該
当
す
る
こ
と

①�

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租
公
課

（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②�

同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

③�

申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④�

収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各

種
控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が

15
万
８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就

学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
等
は

21
万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤�

収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各

種
控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が

15
万
８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０

円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
現
に
住
宅
に
困
って
い
る
こ
と

申�

込
方
法　

市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
１
日
㈪
午
後
５
時

入
居
可
能
日　

３
月
下
旬

　

�

入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人（
２
名
）

と
敷
金（
家
賃
の
３
か
月
分
）が
必
要
で
す
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

申�

し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
建
設
課

（
建
築
住
宅
係
）
☎
63‐５
１
１
８　

ま
た

は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住

宅
担
当
窓
口
へ

消費者相談は、土・日・祝日も可能です
消費者庁の設置に伴い、消費者ホットラインを全国で実施！

☎０５７０－０
守 ろ う よ

６４－３
みんなを！

７０
　消費生活における各種トラブルに直面した際、消費者ホットライ
ンに電話をかけると、最寄りの相談窓口につながりその解決のた
めの助言やあっせんが受けられます。消費生活相談でどこに相談
してよいかわからない場合には、ひとりで悩まずに消費者ホットライ
ンをご利用ください。佐渡市民がホットラインを利用した場合、次の
相談窓口につながります。

　平日　佐渡市立消費生活センター（9:00～16:00）
　土曜　新潟県消費生活センター（10:00～16:30）
　日曜・祝日　国民生活センター（10:00～16:00）

※ＰＨＳ・ＩＰ電話・プリペイド式携帯電話はご利用できません

　ガイダンスが流れる間は通話料金がかかりませんが、相談窓口へ
つながった時点から通話料金ご負担いただきます。また、行政相談・
労働問題・公害など相談窓口で受けられない相談もあります。なお、
生命・身体に重大な危害を受けた場合、またはその危険が切迫して
いる場合などは、警察・消防にご連絡ください。
消費者ホットラインに関して　
　消費者庁ホームページ  http://www.caa.go.jp/
消費生活に関する相談・お問い合わせ
　市役所商工課　佐渡市立消費生活センター　☎57―8143

15



16

新
年
度
予
算
市
長
査
定

新
年
度
（
22
年
度
）
予
算
の
市
長
査
定
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
、
合
併
後
の
今
後
10
年
を
見
据
え
て
、
佐
渡
市
の
将

来
像
を
市
民
に
も
お
示
し
し
て
、一緒
に
佐
渡
の
将
来
を
考

え
て
い
た
だ
く
た
め
の
た
た
き
台
と
で
も
い
え
る
「
佐
渡
市

将
来
ビ
ジ
ョン
」
を
作
成
し
ま
し
た
が
、こ
の
ビ
ジ
ョン
に
沿
っ

た
予
算
編
成
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
併
後
、
満
６
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
現
在
、
合
併
恩

典
で
市
の
規
模
に
対
し
て
、
か
な
り
多
く
の
交
付
税
や
交

付
金
を
受
け
て
い
る
も
の
が
、
今
後
10
年
間
で
縮
小
し
て
い

く
、
そ
の
予
想
推
移
を
お
見
せ
し
た
も
の
で
す
。
当
然
今

年
か
ら
は
想
定
規
模
に
合
わ
せ
て
の
予
算
を
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
佐
渡
市
の
予
算
規
模
は
小
さ
く
な
って
い
き
ま
す

が
、
佐
渡
の
将
来
の
夢
の
た
め
に
同
時
に
成
長
戦
略
が
必

要
で
す
。
そ
の
こ
と
も
考
慮
し
て
、
各
部
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
予
算
要
望
の
査
定
を
し
て
い
き
ま
す
。
佐
渡
は
観
光
や一

次
産
業
を
中
心
に
成
長
を
期
待
で
き
る
多
く
の
資
源
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
資
源
を
最
大
限
活
用
し
て
、
成

長
の
シ
ナ
リ
オ
を
し
っ
か
り
書
く
つ
も
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
新
年
度
は
組
織
を
部
長
制
か
ら
元
の
課
長

制
に
戻
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
予
算
と
合

わ
せ
て
気
ぜ
わ
し
い
毎
日
が
続
き
ま
す
。

№
40

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

　佐渡市と長岡市は「集客プロ
モーションパートナー都市協定」
を結び、集客に向けたＰＲ活動
をお互いに支援しています。

【雪しかってな～に？】
　長岡市では、明治初期、冬の
間に雪を積み上げ、解けないようにワラで覆ったものを「雪に
お」と呼び、夏の間にその雪を販売するお店がありました。雪に
負けず雪を楽しもうと、当時の「雪しか屋」というお店の名前か
ら、「雪しか祭り」と名付けました。
期日　2月20日㈯・21日㈰
　�　ジャンボスノーすべり台、ミス雪娘コンテスト、雪花火ほか

（�天候等により、イベント内容は変更となる場合があります。
詳細はお問い合わせください。）

会場　ハイブ長岡（長岡市千秋3丁目315番地11）ほか
お問い合わせ　�長岡雪しか祭り実行委員会（長岡市観光課

内）☎0258－39－2221

首都圏情報コーナー

“小木うめえもん会”開崔
　小春日和に恵
まれた、去る12
月6日午後１時か
ら、第3回「小木
うめえもん会」
が、東京都新宿
区信濃町のジョン万次郎アトレ信濃町店にて開
催されました。
　特に今回は、「小木町商工会」有志の方 3々0
名余が、相互交流・親睦を図るために故郷佐渡
から出席されまして、総勢160名を超える集いと
なりました。
　第1部では、関東小木人会の木村實会長の開
会の挨拶に続き、株式会社ベストライフ社主の
長井博實氏（旧小木町出身）より「老人福祉と
ふるさと」と題した講演が行われました。平成
10年10月10日、東京都日野市に有料老人ホーム
「ベストライフ高幡」を開設して以来、①心を大
切にいたします②高齢者の方々を尊敬します、
を社訓として、全国に100施設、従業員5000名
を数えるまでの事業育成の解説がありました。
引き続き小木町商工会会長中務朝雄氏、佐渡
市役所 有田満晴氏による郷土状況講話が行わ
れました。
　第2部の懇親会では、関東小木人会の浅見
滋雄監査役によるハーモニカ生演奏が披露さ
れ、懐かしい名曲の数々に出席者一同酔いしれ
ておりました。恒例の佐渡おけさ大輪踊りでは
会場一杯に広がって踊り、次回の再会を約して
午後5時に散会しました。

文責　関東小木人会幹事　榎谷端夫

長岡おでかけ情報

テレビでお馴染みの人気芸人が大集合！

長岡雪しか祭り

爆笑お笑いライブin佐渡
出演　�ななめ４５°、ザ・パンチ、弾丸ジャッキー、ゆってぃ、 

大西ライオン
日時　2月27日㈯　午後１時30分開演（午後１時開場）
会場　アミューズメント佐渡大ホール
入場料　一般3000円　高校生以下2000円（全席指定）
※未就学児は保護者1名につき1名まで抱っこで無料
主催・お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52－2001
チ�ケットのお求めは アミューズメント佐渡・丸屋書店（両津）・曽我

商店（相川）・ヤマゴ（金井）・本間書店（畑野）・池田屋商店（真
野）・ホンマ衣料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発売中！
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う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 浦川 竹　内　ミノル 82 12.15
　〃 羽吉 長　田　　　彌 81 12.15
　〃 浜田 関　東　智　子 77 12.16
　〃 両尾 田　中　フ　ミ 98 12.18
　〃 梅津 渡　邉　フサエ 72 12.19
　〃 河崎 濱　本　七右衛門 96 12.21
　〃 岩首 齋　藤　スミヱ 83 12.22
　〃 両津夷 金　子　ウタ子 93 12.23
　〃 両津夷新 中　田　栄太郎 94 12.23
　〃 椎泊 本　間　正　雄 78 12.24
　〃 野浦 山　形　八　枝 92 12.25
　〃 両津夷 中　田　貞　雄 80 12.31
　〃 下久知 大　倉　ツヤ子 82 12.31
　〃 城腰 志　田　カツ子 88 1.  2
　〃 春日 　　葉　ク　ニ 77 1.  5
　〃 春日 忠　平　才　吾 98 1.  7
　〃 長江 梅　本　　　學 66 1.  9
　〃 真更川 土　屋　　　晃 87 1.10
　〃 両津湊 末　武　幸　一 88 1.11
　〃 真木 古　家　シ　ヅ 91 1.13
　〃 両津夷 本　間　儀　郎 63 1.14
　〃 上横山 野　尻　金　治 86 1.14
　〃 玉崎 後　藤　リ　ヱ 95 1.15
　〃 虫崎 中　村　幸　雄 64 1.15
　〃 玉崎 兒　玉　幸　雄 80 1.16
　〃 歌見 家　内　ミヱ子 71 1.16
　〃 河崎 酒　井　サ　ヨ 85 1.18
相　川 北狄 佐　藤　武　雄 81 12.15
　〃 北狄 北　見　道　明 58 12.16
　〃 北狄 齋　藤　辰　夫 93 12.17
　〃 下相川 播　磨　輝　義 77 12.19
　〃 稲鯨 大　地　　　勇 73 12.20
　〃 相川大浦 中　川　敏　信 53 12.21
　〃 相川柴町 奥　村　　　次 94 12.24
　〃 北立島 梶　井　ト　ク 104 12.25
　〃 姫津 山　本　紀　子 65 12.27
　〃 相川四町目 和　田　千惠子 67 12.29
　〃 相川柴町 宮　澤　フサ子 89 1.17
佐和田 沢根 坂　口　元　雄 85 12.17
　〃 河原田諏訪町 小　田　フミ子 64 12.20
　〃 沢根炭屋町 半　田　和　美 82 12.21
　〃 八幡町 髙　野　友　治 83 12.22
　〃 下長木 長　嶋　ハルヱ 89 12.29
　〃 山田 　　田　イ　マ 93 1.  1
　〃 沢根 平　田　ミヨシ 85 1.  2

佐和田 八幡町 阿　野　テル子 79 1.  4
　〃 河原田諏訪町 土　田　　　穰 72 1.  4
　〃 河原田本町 米　津　キ　ヨ 92 1.  8
　〃 河原田本町 西　埜　カツエ 87 1.13
　〃 八幡 計　良　ユ　キ 85 1.15
金　井 千種 福　井　瑛　子 73 12.17
　〃 三瀬川 仲　川　彌　榮 90 12.17
　〃 泉 市　橋　貴　一 89 12.25
　〃 金井新保 中　川　ハ　ル 94 1.  6
　〃 中興 髙　橋　忠　吾 91 1.13
新　穂 新穂大野 鈴　木　桂　一 87 12.15
　〃 新穂北方 土　田　一　郎 86 12.15
　〃 新穂正明寺 山　口　やよい 58 12.19
　〃 新穂潟上 土　屋　シズエ 93 12.21
　〃 新穂田野沢 本　間　チヨノ 88 1.  5
　〃 新穂長畝 堀　上　　　茂 76 1.  7
　〃 新穂大野 土　屋　ヨシノ 79 1.18
畑　野 畑野 渡　邉　幸　惠 77 12.16
　〃 栗野江 小　杉　キ　ク 78 12.23
　〃 畑野 高　野　チ　エ 89 1.  8
　〃 宮川 小　田　初太郎 79 1.16
真　野 長石 金　子　文　𠮷 83 12.17
　〃 吉岡 髙　野　直　己 87 12.26
　〃 真野 早　川　昭　次 75 12.31
　〃 真野新町 三　浦　ミ　子 100 1.10
　〃 真野新町 金　子　善　彦 74 1.13
　〃 大倉谷 金　子　久　男 85 1.14
小　木 小木町 中　野　富　子 83 12.20
　〃 小木町 風　間　勝　二 77 12.22
　〃 小木 桃　井　寿　𠮷 92 12.22
　〃 小木町 中　川　達　雄 86 12.25
　〃 小木町 中　川　修一郎 83 1.  5
　〃 犬神平 本　間　　　男 85 1.12
　〃 小木大浦 本　間　　　進 80 1.16
羽　茂 羽茂大橋 中　川　マサ子 87 12.16
　〃 羽茂本郷 中　原　ヨ　シ 86 1.  3
　〃 羽茂大崎 大　場　シ　カ 101 1.12
赤　泊 莚場 羽　豆　　　夫 86 12.26
　〃 徳和 　　池　召　市 71 1.  3
　〃 真浦 石　塚　太　中 92 1.  7
　〃 徳和 渡　部　耕　作 97 1.  9
　〃 赤泊 伊　賀　ヤ　エ 79 1.12
　〃 大杉 佐々木　浅　松 89 1.13
　〃 真浦 石　塚　満　代 47 1.14
　〃 赤泊 中　川　文　𠮷 91 1.18

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（たつき）
（りゅうき）
（ゆい）
（えれな）
（のりゆき）
（じゅんき）
（しゅう）
（さくら）
（こうた）
（ゆう）
（しょうえい）
（ゆうと）
（かなえ）
（たかと）

（めい）
（いとな）
（しょうま）
（ゆうま）
（ろむ）
（えいた）
（せう）
（るあ）
（しゅう）
（みおん）
（こうせい）
（みゆ）
（はな）
（こうき）
（たいが）

両　津 両津夷 清　水　　　樹 裕 12.  8
　〃 旭 矢　本　颯　希 直人 12.  9
　〃 加茂歌代 山　田　結　衣 雅己 12.17
　〃 両津湊 鈴　木　愛玲奈 浩二 12.22
　〃 住吉 半　戸　紀　行 貴行 12.26
　〃 椎泊 須　藤　淳　紀 信宏 1.  1
　〃 両尾 白　井　　　柊 太一 1.  7
相　川 稲鯨 山　田　咲　楽 利光 12.11
　〃 姫津 山　本　航　大 大助 12.25
　〃 二見 石　塚　　　悠 琢磨 12.29
佐和田 八幡 本　間　匠　瑛 剛 12.  5
　〃 鍛冶町 森　谷　優　翔 奨 12.13
　〃 上長木 北　　　　　叶 啓 12.18
　〃 石田 坂　井　天　斗 丈 12.19

佐和田 八幡町 高　木　萌　衣 忍 12.20
　〃 石田 池　野　愛　那 栄治 12.28
金　井 泉 福　田　翔　真 敏幸 12.22
　〃 千種 林　　　佑　真 真一 12.24
　〃 千種 加　藤　呂　夢 篤志 12.27
　〃 千種 　　山　瑛　太 聡 1.  4
新　穂 新穂長畝 川　上　世　友 友一 12.17
　〃 新穂瓜生屋 古　藤　月　彩 正洋 12.20
真　野 四日町 臼　木　　　柊 泰 12.28
　〃 椿尾 髙　野　美　桜 力 1.  6
羽　茂 羽茂大崎 堀　田　晃　生 直也 12.18
　〃 羽茂大石 後　藤　美　冬 貴弘 12.20
　〃 羽茂大橋 本　間　は　な 寿正 12.24
赤　泊 徳和 山　家　光　輝 貴明 12.20
　〃 徳和 渡　邉　泰　河 伸也 1.  4

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）



佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
火災（建物のみ）防災・防
犯・通行止め・観光イベン
ト情報
アドレス sado@psmail.jp
お問い合わせ 市役所企画振興課
　　（情報政策係）　☎63─5139

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
　アナログ放送：12ch（小木・羽茂・赤泊地区9ch）
　デジタル放送：112ch
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
　【再放送】�19:30～、21:00～、22:00～、23:00～、翌日6:30～
　 ※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。
◆市役所情報センター室　☎51-2030
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市の面積　855.27㎢（平成20年１０月１日）　市の海岸線280.4km（平成19年3月31日）
■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課秘書室広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　 ■発行日　平成22年2月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

使用済み天ぷら油は
回収ルールを

  守って出してね！

　平成19年8月から一般家庭から出る使用済み天ぷら油の回収し、これまで
に皆さんのご協力により、約15㎘の使用済み天ぷら油が回収され、ごみ収集
車などの燃料としてリサイクルされました。
　しかし最近では、回収拠点に一斗缶での持込みや、設置してある回収ボック
スの中に、他のゴミ・灯油などが入っているケースがあり、回収場所として協力
いただいている店舗など、このリサイクル活動に協力いただいている皆さんに
大変なご迷惑をおかけしています。
　次のルールをしっかり守って、使用済み天ぷら油の回収にご協力ください。

⑴回収する油
　　・家庭から出る「植物性廃食油」（なたね油、大豆油など）
　回収できない油
　　・植物性でない油（動植物油、パーム油、灯油、エンジンオイルなどの機械油）
　　・事業所（飲食店・小売店・食品工場等）から出る油
⑵廃天ぷら油の出し方
　①天ぷら油は充分に冷まし、油かす等の異物を取り除いて入れてください。
　②�透明なペットボトルか天ぷら油購入時の容器（半透明に限る）に入れて、きちんと

フタをしてください。
　　※紙パックや缶（空き缶・一斗缶）は、中身がこぼれる可能性があるので使用しないでください。
　　※ビンは割れる可能性があるので使用しないでください。

　③回収拠点に設置してある回収ボックスの中に容器ごと入れてください。
　　※回収ボックスの中にはゴミなど、油以外のものを入れないでください。

お問い合わせ
　市役所企画振興課
（地域振興係）
　☎63-5139

使用済み天ぷら油の回収ルール

エコ丸

　今年度、佐渡市では緊急消防援助隊施設整備費補助事業の国庫補助金により、多
機能型消防ポンプ自動車を相川消防署に配備し、昨年12月28日から運用を始めまし
た。この車両は従来の消防車の機能に加え、救助活動に必要な資機材を積載するな
ど、各種の災害に１台で即応できる機能を有しており、今
後、相川消防署の先発車両として運用してまいります。
　また、佐渡市消防本部には、28年間現場を照らし続け
た電源照明車を更新し、佐渡の道路事情や現場状況に適

した、軽量でコンパクトな四輪駆動の照明車を配備しました。これにより、島内全域の支
援体制を強化するとともに、夜間作業の安全確保と作業効率の向上を図ります。
　あわせて住民の皆さまへ安全・安心の光をお届けできるよう、日々の業務に一層精進し
てまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。

多機能型消防ポンプ自動車を配備 佐渡市消防本部警防課
☎51-0122安全・安心のために

照明車

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース

多機能型消防ポンプ車




